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（１）送付の目的

保険料納付実績や将来給付に関する情報を分かりやすい形でお知らせし、年金制度に加入していることや年金給付と保険料
負担の関係を実感いただき、現役世代、特に若い世代の方に年金制度に対する理解を深めていただくことにより、年金制度
に対する信頼を向上させることを目的とする。

【根拠法令】
・ 国民年金法第14条の５、国民年金法施行規則第15条の４
・ 厚生年金保険法第31条の２、厚生年金保険法施行規則第12条の２

（２）送付対象者

・ 60歳未満で基礎年金番号が付番されている者のうち、国民年金・厚生年金保険（船員保険）の被保険者または被保険者
であった期間がある者※

・ 60歳以上で誕生月の４ヶ月前を起点として前13ヶ月間に、国民年金・厚生年金保険（船員保険）の被保険者であった
期間がある者※

※ 最終加入制度が各共済組合の場合、現役の共済加入者であれば各実施機関（共済組合）が送付する。

（３）送付内容

・ 節目年齢（35歳、45歳、59歳）の者には「封書」で全期間の年金加入記録をお知らせする。
・ 節目年齢（35歳、45歳、59歳）以外の者には「はがき」で直近１年間（13ヶ月）の年金加入記録をお知らせする。

（４）記載内容

・ これまでの年金加入期間
・ これまでの加入実績に応じた年金額（50歳未満の者）／老齢年金の見込額（50歳以上の者）
・ これまでの保険料納付額
・ これまでの年金加入履歴（節目年齢のみ）
・ これまでの厚生年金保険における標準報酬月額などの月別状況

※ 節目年齢以外は「最近の月別状況」に直近13ヶ月分を記載する。
・ これまでの国民年金保険料の納付状況

※ 節目年齢以外は「最近の月別状況」に直近13ヶ月分を記載する。

１．ねんきん定期便の事業について
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２．業務説明 － 調達概要
（１）各調達区分の概要

昨年度の調達（令和８年度発送分）と同等の調達区分です。

全期間通知者用
直近１年間通知者用

調達区分
調達区分２調達区分１

封書はがきはがき形 式

4,540 千件24,271 千件32,160 千件予 定 数 量

50歳未満者用
50歳以上者用
年金受給者用
（３種類）

50歳以上者用
年金受給者用
（２種類）

50歳未満者用
（１種類）

使用する帳票
（帳票数）

ありありあり再発行の有無

（35、45歳）特定年齢
（59歳）節目年齢

35、45歳（共済記録有者）
59歳（共済記録有者）

再発行分（全年齢帯区分）

50～54歳、55～58・60歳
61歳以上

61歳以上（共済記録有者）
50～60歳（共済記録有者）

再発行分（50歳以上者・年金受給者）

15～20歳、21～29歳
30～34・36～39歳
40～44・46～49歳

15～49歳（共済記録有者）
再発行分（50歳未満者）

年 齢 帯 区 分

－24,247 千件32,142 千件圧着はがき

発送方法
（予定件数）

4,536.4 千件－－封筒（点字なし）

3.6 千件24 千件18 千件封筒（点字あり）

あり－－見方ガイド

必要部材

あり－－返信用封筒

あり－－送付用封筒

あり（水糊）
（機構提供）

あり（アドヘア糊）
（機構提供）

あり（アドヘア糊）
（機構提供）

点字送付用封筒



－５－

（２）直近１年間通知者用 調達区分１及び調達区分２（はがき形式）の場合

２．業務説明 － 業務概要（１／２）



－６－

（３）全期間通知者用（封書形式）の場合

２．業務説明 － 業務概要（２／２）



＜直近１年間通知者用 調達区分１＞ 50歳未満者用イメージ

－７－

３．仕様について － 帳票の種類（１／９）

■50歳未満者用帳票（表）

■50歳未満者用帳票（裏）

※ 「共済組合記録あり者」、「再発行分」も同帳票を使用。

点字送付用封筒

部材（機構提供）



＜直近１年間通知者用 調達区分２＞ 50歳以上者用イメージ

－８－

３．仕様について － 帳票の種類（２／９）

■50歳以上者用帳票（表）

■50歳以上者用帳票（裏）

※ 「共済組合記録あり者」、「再発行分」も同帳票を使用。

点字送付用封筒

部材（機構提供）



－９－

３．仕様について － 帳票の種類（３／９）
＜直近１年間通知者用 調達区分２＞ 年金受給者用イメージ

■年金受給者用帳票（表）

■年金受給者用帳票（裏）

※ 「共済組合記録あり者」、「再発行分」も同帳票を使用。

点字送付用封筒

部材（機構提供）
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３．仕様について － 帳票の種類（４／９）
＜全期間通知者用＞ 50歳未満者用イメージ及び構成

３．年金加入履歴 ４．厚生年金保険
月別状況

１．送付状（表） ２．表紙（表）１．送付状（裏） ２．表紙（裏） ５．国民年金保険料
納付状況

8 ．リーフレット
お知らせ

（仮基礎年金番号）

７．リーフレット
お知らせ（表）

（繰り下げ制度）

７．リーフレット
お知らせ（裏）

（繰り下げ制度）

６．年金加入記録回答票
（表）

６．年金加入記録回答票（裏）
記入例

※１．～ ５．は、連続した表裏両面印刷
３．はデータ量に応じて、複数枚の場合あり
４．５．は加入記録の有無、データ量に応じて ０枚～複数枚の場合あり

見方ガイド 返信用封筒 送付用封筒

部材

点字送付用封筒

部材（機構提供）

カ
ス

タ
マ

バ
ー

コ
ー

ド

差出有効期間
2029年3月31 日
まで

〔
切手 を貼る必 要は
あり ません 〕

料金 受 取人 払郵便

杉並南局

承  認

XXXX

61 8 ‐ 8 97 0

〔 ９ 〕

お願い
こ の返 信用 封筒 には
「年金加入記録回答票」
以外の届書は同封しないで
ください。

２

このページの見方は、見方ガイドの３～５ページをご覧ください。

 【 備 考 欄 】
 

３．これまでの加入実績に応じた年金額(年額)(今後の加入状況に応じて年金額は増額します※1ページの図もご覧ください）

２．これまでの年金加入期間 （老齢年金の受け取りには、原則として120月以上の受給資格期間が必要です）

 円  （１）老齢基礎年金
 （２）老齢厚生年金

一般厚生年金期間

私学共済厚生年金期間

公務員厚生年金期間

  

 円 

 円 

 円 

 （１）と（２）の合計  円 

（１）国民年金保険料（第１号被保険者期間）  円 

 円 
 円 
 円 
 円 

（２）厚生年金保険料（被保険者負担額）

  一般厚生年金期間

  公務員厚生年金期間

  私学共済厚生年金期間

（１）と（２）の合計

１．これまでの保険料納付額（累計額）

 

二次元コード
【公的年金シミュレーター二次元コード】

この二次元コードには、「ねんきん定期便」に記載されている年金情報の一部が
収録されており、厚生労働省が提供するWEBサイト（公的年金シミュレーター）で
年金見込額の簡易試算ができます。
(https://nenkin-shisan.mhlw.go.jp)

※厚生年金保険料は、被保険者（ご本人）と事業主で折半することとされており、被保険者負担分のほか、事業主も別途同額を負担しています。「ねんきん定期便」では、ご本人の納付実績として
 被保険者負担分の保険料納付額を記載しており、お手持ちの給与明細等に記載されている保険料額と照らし合わせて確認できます。
※「ねんきん定期便」に記載の「保険料納付額」は、被保険者が短時間労働者で、保険料調整制度により負担が軽減されている場合、その負担が軽減される前の額が記載されています。

付加保険料
納付済月数

国民年金（ａ）
第１号被保険者
(未納月数を除く) 第３号被 保険者

船員保険（ｃ）国民年金 計
(未納月数を除く)

 月 月

公務 員厚生年金
(国家公務員・地方公務員)

私学共済厚 生年金
(私立学校の教職員)

厚生年金保 険 計

年金加入期 間 合計
（未納月数を除く）

（ａ＋ｂ＋ｃ）

合算対象期間等

（ｄ）

受給資格期間

（ａ ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）

厚生年金保険（ｂ）
一般 厚生年金

 月  月  月

 月  月

月
 月  月  月 

 月

※基礎年金の２分の１相当は国庫から負担されています。

これまでの『年金加入履歴』
表示している『年金加入履歴』に「もれ」や「誤り」がないかご確認ください。
（このページの見方については、見方ガイドの６～７ページをご覧ください。）

①番号 ②加入制度 ③お勤め先の名称等 ④資格を
取得した年月日 ⑥加入月数⑤資格を

失った年月日

 

2612 1 014 003

３ ／

⑧船員保険（ｃ）

（注）納付記録がデータに反映されるまで日数がかかる場合があります。

納付済
月数

⑦国民年金（ａ）

全額免除
月数

半額免除
月数

４分の３
免除月数

４分の１
免除月数

学特等月数
(うち猶予)

産前産後
免除月数

育児免除
月数

第３号
月数

納付済等
月数 計

付加保険料
納付済月数

(※)

未納月数
（※）
（注）

加入月数

(  )

加入期間

⑩年金加入
 期間合計
((※)を除く)

（ａ＋ｂ＋ｃ）

⑪合算対象期間等

（ｄ）

⑫受給 資格期間

(ａ+ｂ+ｃ+ｄ)
加入月数
（基金）

加入 期間
（基金）

⑨厚生年金保険（ｂ）

(    )
(    )

(    )

加入 月数

(経過的職域)

加入期間

(経過的職域)

加入月数

(経過的職域)

加入期間

(経過的職域)

加入 月数
（基金）

(経過的職域)

加入 期間
（基金）

(経過的職域)

一般厚生年金(厚年) 公務員厚生年金（公共） 私学共済厚生年金（私学）

(    ) (    )
(    )(    ) (    ) (    ) (    )

厚生 年金保険 計

 

／４厚

年度
４月

標準報酬月額と保険料納付額の月別状況
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

これまでの厚生年金保険における標準報酬月額などの月別状況
表示している金額が当時の報酬と大幅に相違していないかご確認ください。

（このページの見方については、見方ガイドの８～９ページをご覧ください。）

  ※ブランク（空白）となっている月は、厚生年金保険に加入していないことを示します。なお、国民年金に加入している月の  
  場合も、同様にブランクで示されますので、３ページの『年金加入履歴』とあわせてご確認ください。

種別

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

2 612 1014 004

年度
４月

月別納付状況

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月①
納付

②
免除

③
学生
納付
特例
等 

④
計

納付済月数等の内訳

／４国

これまでの国民年金保険料の納付状況
表示している納付状況に「誤り」がないかご確認ください。

（このページの見方については、見方ガイドの10～11ページをご覧ください。）

⑤
未納

⑥
合算
対象
期間
等 

261 2 1014 005

年金加入記録回答票

（提出年月日 令和  年  月  日）

生年月日
(フリ ガナ)
氏   名

代理 人氏名

代理 人住所

電話番号  ご自宅以外        （     ）         ご自宅       （     ）      

現 住 所
〒

男
・
女   年    月    日昭和・平成

－

照会番号

 代理人連絡先       （     ）        

１．はじめに、下の太枠内にご記入ください。

２．お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、追加すべき記録の内容や、
  修正すべき記録の内容をご記入ください（わかる範囲で結構です）。

３．お知らせした厚生年金保険などの標準報酬月額や国民年金の保険料納付状況に「誤り」がある
  場合は、該当する期間と「誤り」の具体的な内容をご記入ください。
 ※ご記入いただいた内容を調査するため、１でご記入いただいた連絡先に、後日、日本年金機構
  年金事務所よりご連絡させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

① 該当
    番号

② 加入
    制度

④ お勤め先の所在地または国民
  年金に加入していた当時の住所

⑤ 勤務期間または
    国民年金加入期間

⑥ 年金手帳の記号番号
  当時の旧氏名

（フリガナ）
③ お勤め先の名称

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

⑦ 制度 ⑧ 「誤り」のある期間 ⑨ 「誤り」の具体的な内容

国年
厚年
船保

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

国年
厚年
船保

国年
厚年
船保

（注）この「年金加入記録回答票」に書ききれない場合には、お手数ですが別途便せんなどにご記入ください。

※各共済組合等における加入記録については、各共済組合等にお問い合わせください。

5

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

 ・「もれ」や「誤り」がない場合には、ご返送いただく必要はございません。
 ・今回お届けした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要事項をご記入のうえ
  同封の返信用封筒によりご返送ください。

2612 1 014 016

「年金加入記録回答票」の記入例

  年金加入履歴に｢もれ｣や｢誤り｣が
  ある場合のご記入方法

①欄…お知らせした記録 に「誤り」があると
   思われる場合は、該当する記録の番号
   （「これまでの『年金加入履歴』」の①欄の
      番号）を記入してください。追加の記録を   
        記載する場合は空欄で結構です。  
②欄…加入していた制度を○で囲んでください。
③欄…お勤め先の名称（本社、支社、本店、支店、

      営業所、工場などの名称についても）を
   できるだけ詳しく記入してください。
④欄…お勤め先の本社、本店などの所在地をできる
   だけ詳しく記入してください。わからない
   場合は市区町村名でも結構です。
   国民年金の場合は当時の住所をできるだけ
   詳しく記入してください。
⑤欄…勤務期間または国民年金の加入期間を記入
   してください。
⑥欄…当時の「年金手帳」または「厚生年金保険
   被保険者証」をお持ちの方は「記号番号」を
   記入してください。わからない場合は省略
   しても結構です。
   婚姻・養子縁組などで氏名が変わる前の
   記録がもれている場合には、旧氏名を記入
   してください。

太枠内について記入してください。

 氏名、生年月日、性別、現住所、電話
番号を記入してください。

「ねんきん定期便」に表示されている氏名、
住所が異なっている場合は、お手数ですが、
◆ 厚生年金保険に加入している方は、
  勤務先の事業所へ
◆ 国民年金に加入している方は、
 ・自営業者、学生の方など（第１号被保
  険者）は、お住まいの市区町村役場へ
 ・厚生年金保険、共済組合等に加入している
  方の配偶者（第３号被保険者）は、
  配偶者の勤務先の事業所へ変更のお申
      し出をお願いします。

代理人について

 ご本人が病気、ケガなどにより記入で
きず、代理の方がこの回答票を記入された
場合に、記入してください。

 標準報酬月額や国民年金の納付状況に 
「誤り」がある場合の記入方法

⑦欄…標準報酬月額の訂正が、厚生年金保険の
   加入期間の場合は「厚年」、船員保険の
   加入期間の場合は「船保」に○を付けて
   ください。
⑧欄…「誤り」があると思われる記録の該当
   期間を記入してください。詳しくわから
   ない場合は「○○年○○月頃」または
   「○○年の春（夏秋冬）頃」といった
   記入でも結構です。
⑨欄…「誤り」の内容について、できるだけ
   詳しく記入してください。標準報酬月額
   の訂正の場合には、当時、実際に受け
   取っていた月給額など、国民年金の納付
   状況の訂正の場合には、当時の住所や
   当時の年金手帳の記号番号などについて
   記入してください。

 今回お送りした「ねんきん定期便」は、
データ作成日（1ページ記載）時点の前々月
までの記録をお知らせしているため、直近
の年金加入記録が反映されていない場合が
あります。

 直近の年金加入記録をご確認いただく
場合は、「ねんきんネット」をご利用くだ
さい。

年金加 入記録回答票
 ・「もれ」や「誤り」がない場合には、ご返送いただく必要はございません。
 ・今回お届けした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要事項をご記入のうえ
  同封の返信用封筒によりご返送ください。

（提出年月日   令和 X 年 XX 月 XX 日）

生年月日
(フリガナ)

氏   名

XXX XXX XXX XXX

代理人氏名

代理人住所

電話番号  ご自宅以外 090     （  XXXX ）      XXXX ご自宅  03　　　（　XXXX　）　   XXXX　

現 住 所
〒

男
・
女ＸＸ　年 Ｘ 月 Ｘ 日昭和・平成

1 －

東京都　杉並区　高井戸西　3-5-24

照会番号

6 8 0 0 7 1

 代理人連絡先       （     ）        

１．はじめに、下の太枠内にご記入ください。

２．お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、追加すべき記録の内容や、
  修正すべき記録の内容をご記入ください（わかる範囲で結構です）。

３．お知らせした厚生年金保険などの標準報酬月額や国民年金の保険料納付状況に「誤り」がある
  場合は、該当する期間と「誤り」の具体的な内容をご記入ください。
 ※ご記入いただいた内容を調査するため、１でご記入いただいた連絡先に、後日、日本年金機構
  年金事務所よりご連絡させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

① 該当
    番号

② 加入
    制度

④ お勤め先の所在地または国民
  年金に加入していた当時の住所

⑤ 勤務期間または
    国民年金加入期間

⑥ 年金手帳の記号番号
  当時の旧氏名

（フリガナ）
③ お勤め先の名称

国年
厚年
船保

年    月   日から

年    月   日まで

国年
厚年
船保

年    月   日から

年    月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

⑦ 制度 ⑧ 「誤り」のあ る期間 ⑨ 「誤り」の具体的な内容

国年
厚年
船保

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

この期間について、標準報酬月額が誤っている。
96,000となっているが、H2年4～9月の月給は24万円くらいだった。
H2年10月～H3年3月の月給は27万円くらいだった。

国年
厚年
船保

国年
厚年
船保

（注）この「年金加入記録回答票」に書ききれない場合には、お手数ですが別途便せんなどにご記入ください。

※各共済組合等における加入記録については、各共済組合等にお問い合わせください。

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

ネンキン　ハナコ

年金　花子

XXX　株式会社

XXX　ｶﾌﾞｼｷｶ゙ｲｼｬ 神奈川県 XX市 XXX
X-XX-XX

昭和56 1

313

4

昭和58

東京都　XX区 XXX
X-XX-XX

２

３

４

３

XXXX-XXXXXX
厚年　花子

昭和61

平成2

10 1

313

年金の受給開始時期は 歳から 歳まで

自由に選択できますが、受給開始を遅らせる

ほど、受けとれる年金額は増えていきます。

歳から６６

増額を開始!

65歳からの年金受給を

60歳に繰り上げて

早く受給開始した場合は

65歳開始と比べて

24％減額※となります

※昭和37年4月1日以前生まれの

方は30％減額となります。

UP

歳65 歳70 歳75歳66 歳67 歳68 歳69 歳71 歳72 歳73 歳74歳60

受給開始時期を自由に選択、増額は生涯続きます

基 礎 年 金 ・ 厚 生 年 金 で 受 給 開始 時 期 を 変 え る こ と も で き ま す
「 年金 のし くみ 」に つい ては 裏面 をご ら んく ださ い

歳の人の平均余命

男性
女性

年
年
( 8 4 . 4 7 歳 )
( 8 9 . 3 8 歳 )

1 9 . 4 7
2 4 . 3 8

ご自身の生活設計に合わせて選択できます

歳を過ぎても別に収入がある方は

受給開始を遅らせるという選択も可能です

大切な

お知らせ

受給開始を繰り下げると

増額できます。

70歳では42％ＵＰ

65歳からの年金は、

6
2604 1024 019



－11－

３．仕様について － 帳票の種類（５／９）
＜全期間通知者用＞ 50歳以上者用イメージ及び構成

３．年金加入履歴 ４．厚生年金保険
月別状況

１．送付状（表） ２．表紙（表）１．送付状（裏） ２．表紙（裏） ５．国民年金保険料
納付状況

８．リーフレット
お知らせ

（記録再確認のお願い）

７．リーフレット
お知らせ（表）

（繰り下げ制度）

７．リーフレット
お知らせ（裏）

（繰り下げ制度）

９ ．リーフレット
お知らせ

（仮基礎年金番号）

※１．～ ５．は、連続した表裏両面印刷
３．はデータ量に応じて、複数枚の場合あり
４．５．は加入記録の有無、データ量に応じて ０枚～複数枚の場合あり

６．年金加入記録回答票
（表）

６．年金加入記録回答票（裏）
記入例

見方ガイド 返信用封筒 送付用封筒

部材

点字送付用封筒

部材（機構提供）

カ
ス

タ
マ

バ
ー

コ
ー

ド

差出有効期間
2029年3月31 日
まで

〔
切手 を貼る必 要は
あり ません 〕

料金 受 取人 払郵便

杉並南局

承  認

XXXX

61 8 ‐ 8 97 0

〔 ９ 〕

お願い
こ の返 信用 封筒 には
「年金加入記録回答票」
以外の届書は同封しないで
ください。

付加 保険料
納付 済月数

２

このページの見方は、見方ガイドの４～５ページをご覧ください。

 【 備 考 欄 】

 

３．老齢年金の種類と見込額(年額)（60歳未満の方は現在の加入条件が60歳まで継続すると仮定して見込額を計算しています）

※一般厚生年金期間の報酬比例部分には、厚生年金基金の代行部分を含んでいます。
※年金見込額は今後の加入状況や経済動向などによって変わります。あくまで目安としてください。
※基礎年金の２分の１相当は国庫から負担されています。

２．これまでの年金加入期間（老齢年金の受け取りには、原則として120月以上の受給資格期間が必要です） 
国民年金（ａ）

第１号被保険者
(未納月数を除く) 第３号被 保険者

船員保険（ｃ）国民年金 計
(未納月数を除く)

 月 月

公務員厚生年金
(国家公務員・地方公務員)

私学 共済厚生年金
(私立学校の教職員)

厚生 年金保険 計

年金加入期間 合計
（未納月数を除く）

（ａ＋ｂ＋ｃ）

合算対象期間等

（ｄ）

受給資格期間

（ａ ＋ｂ＋ｃ＋ｄ ）

厚生年金保険（ｂ）
一般 厚生年金

 月  月  月

 月  月

月
 月  月  月 

 月

二次元コード
【公的年金シミュレーター二次元コード】
この二次元コードには、「ねんきん定期便」に記載されている年金情報の一部が
収録されており、厚生労働省が提供するWEBサイト（公的年金シミュレーター）で
年金見込額の簡易試算ができます。
(https://nenkin-shisan.mhlw.go.jp)

（１）と（２）の合計

（１）基礎年金

（２）厚生年金

 歳～ 歳～ 歳～

特別支給の老齢厚生年金

円
老齢厚生年金

 円  円  円

 円  円

（報酬比例部分） （報酬比例部分） （報酬比例部分）

（定額部分） （経過的加算部分）

 円  円  円

 円  円

（報酬比例部分） （報酬比例部分） （報酬比例部分）

（定額部分） （経過的加算部分）

 円  円  円

円  円

（経過 的職域加算額(共済 年金)）

（報酬比例部分） （報酬比例部分）

 円  円  円

特別支給の老齢厚生年金

受給開始年齢

公務員厚生年金期間

一般厚生年金期間

 円

 歳～

円
（報酬比例部分）

円
（定額部分）

 円
（経過的職域 加算額(共済 年金 )）

円
（報酬比例部分）

 円
（定額部分）

円

 円
（定額部分）

 円
（定額部分）

 円
（報酬比例部分）

 円
（定額部分）

 円

 円
（定額部分）

円

 円
（経過的加算部分）

 円

特別支給の老齢厚生年金

（経過 的職域加算額 (共済 年金)） （経過 的職域 加算額(共済 年金)）

（経過 的職域加算額( 共済 年金)） （経過的職域 加算額(共済 年金 )） （経過 的職域加算額 (共済 年金)） （経過 的職域 加算額(共済 年金)）

 

 

私学共済厚生年金期間

老齢基礎年金

これまでの『年金加入履歴』
表示している『年金加入履歴』に「もれ」や「誤り」がないかご確認ください。
（このページの見方については、見方ガイドの６～７ページをご覧ください。）

①番号 ②加入制度 ③お勤め先の名称等 ④資格を
取得した年月日 ⑥加入月数⑤資格を

失った年月日

 

2 612 1014  008

３ ／

⑧船員保険（ｃ）

（注）納付記録がデータに反映されるまで日数がかかる場合があります。

納付済
月数

⑦国民年金（ａ）

全額免除
月数

半額免除
月数

４分の３
免除月数

４分の１
免除月数

学特等月数
(うち猶予)

産前産後
免除月数

育児免除
月数

第３号
月数

納付済等
月数 計

付加保険料
納付済月数

(※)

未納月数
（※）
（注）

加入月数

(  )

加入期間

⑩年金加入
 期間合計
((※)を除く)

（ａ＋ｂ＋ｃ）

⑪合算対象期間等

（ｄ）

⑫受給 資格期間

(ａ+ｂ+ｃ+ｄ)
加入月数
（基金）

加入期間
（基金）

⑨厚生年金保険（ｂ）

(    )
(    )

(    )

加入月数

(経過的職域)

加入期間

(経過的職域)

加入月数

(経過的職域)

加入 期間

(経過的職域)

加入 月数
（基金）

(経過的職域)

加入 期間
（基金）

(経過的職域)

一般厚生年 金(厚年) 公務員厚生年金（公共） 私学共済厚生年金（私学）

(    ) (    )
(    )(    ) (    ) (    ) (    )

厚生 年金保険 計

 

／４厚

年度
４月

標準報酬月額と保険料納付額の月別状況
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

これまでの厚生年金保険における標準報酬月額などの月別状況
表示している金額が当時の報酬と大幅に相違していないかご確認ください。

（このページの見方については、見方ガイドの８～９ページをご覧ください。）

  ※ブランク（空白）となっている月は、厚生年金保険に加入していないことを示します。なお、国民年金に加入している月の  
  場合も、同様にブランクで示されますので、３ページの『年金加入履歴』とあわせてご確認ください。

種別

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

2612 10 14 009

年度
４月

月別納付状況

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月①
納付

②
免除

③
学生
納付
特例
等 

④
計

納付済月数等の内訳

／４国

これまでの国民年金保険料の納付状況
表示している納付状況に「誤り」がないかご確認ください。

（このページの見方については、見方ガイドの10～11ページをご覧ください。）

⑤
未納

⑥
合算
対象
期間
等 

  ※昭和51年以前の国民年金保険料の納付状況の一部については、年度単位で管理しているものがあり、各月毎の納付状況が
   確認できない場合があります。その場合の月別納付状況欄は「＊＊＊」が表示されます。

2612 10 14 010

年金加入記録回答票

（提出年月日 令和  年  月  日）

生年月日
(フリ ガナ)
氏   名

代理 人氏名

代理 人住所

電話番号  ご自宅以外        （     ）         ご自宅       （     ）      

現 住 所
〒

男
・
女   年    月    日昭和・平成

－

照会番号

 代理人連絡先       （     ）        

１．はじめに、下の太枠内にご記入ください。

２．お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、追加すべき記録の内容や、
  修正すべき記録の内容をご記入ください（わかる範囲で結構です）。

３．お知らせした厚生年金保険などの標準報酬月額や国民年金の保険料納付状況に「誤り」がある
  場合は、該当する期間と「誤り」の具体的な内容をご記入ください。
 ※ご記入いただいた内容を調査するため、１でご記入いただいた連絡先に、後日、日本年金機構
  年金事務所よりご連絡させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

① 該当
    番号

② 加入
    制度

④ お勤め先の所在地または国民
  年金に加入していた当時の住所

⑤ 勤務期間または
    国民年金加入期間

⑥ 年金手帳の記号番号
  当時の旧氏名

（フリガナ）
③ お勤め先の名称

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

⑦ 制度 ⑧ 「誤り」のある期間 ⑨ 「誤り」の具体的な内容

国年
厚年
船保

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

国年
厚年
船保

国年
厚年
船保

（注）この「年金加入記録回答票」に書ききれない場合には、お手数ですが別途便せんなどにご記入ください。

※各共済組合等における加入記録については、各共済組合等にお問い合わせください。

5

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

 ・「もれ」や「誤り」がない場合には、ご返送いただく必要はございません。
 ・今回お届けした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要事項をご記入のうえ
  同封の返信用封筒によりご返送ください。

2612 1014 016

「年金加入記録回答票」の記入例

  年金加入履歴に｢もれ｣や｢誤り｣が
  ある場合のご記入方法

①欄…お知らせした記録 に「誤り」があると
   思われる場合は、該当する記録の番号
   （「これまでの『年金加入履歴』」の①欄の
      番号）を記入してください。追加の記録を   
        記載する場合は空欄で結構です。  
②欄…加入していた制度を○で囲んでください。
③欄…お勤め先の名称（本社、支社、本店、支店、

      営業所、工場などの名称についても）を
   できるだけ詳しく記入してください。
④欄…お勤め先の本社、本店などの所在地をできる
   だけ詳しく記入してください。わからない
   場合は市区町村名でも結構です。
   国民年金の場合は当時の住所をできるだけ
   詳しく記入してください。
⑤欄…勤務期間または国民年金の加入期間を記入
   してください。
⑥欄…当時の「年金手帳」または「厚生年金保険
   被保険者証」をお持ちの方は「記号番号」を
   記入してください。わからない場合は省略
   しても結構です。
   婚姻・養子縁組などで氏名が変わる前の
   記録がもれている場合には、旧氏名を記入
   してください。

太枠内について記入してください。

 氏名、生年月日、性別、現住所、電話
番号を記入してください。

「ねんきん定期便」に表示されている氏名、
住所が異なっている場合は、お手数ですが、
◆ 厚生年金保険に加入している方は、
  勤務先の事業所へ
◆ 国民年金に加入している方は、
 ・自営業者、学生の方など（第１号被保
  険者）は、お住まいの市区町村役場へ
 ・厚生年金保険、共済組合等に加入している
  方の配偶者（第３号被保険者）は、
  配偶者の勤務先の事業所へ変更のお申
      し出をお願いします。

代理人について

 ご本人が病気、ケガなどにより記入で
きず、代理の方がこの回答票を記入された
場合に、記入してください。

 標準報酬月額や国民年金の納付状況に 
「誤り」がある場合の記入方法

⑦欄…標準報酬月額の訂正が、厚生年金保険の
   加入期間の場合は「厚年」、船員保険の
   加入期間の場合は「船保」に○を付けて
   ください。
⑧欄…「誤り」があると思われる記録の該当
   期間を記入してください。詳しくわから
   ない場合は「○○年○○月頃」または
   「○○年の春（夏秋冬）頃」といった
   記入でも結構です。
⑨欄…「誤り」の内容について、できるだけ
   詳しく記入してください。標準報酬月額
   の訂正の場合には、当時、実際に受け
   取っていた月給額など、国民年金の納付
   状況の訂正の場合には、当時の住所や
   当時の年金手帳の記号番号などについて
   記入してください。

 今回お送りした「ねんきん定期便」は、
データ作成日（1ページ記載）時点の前々月
までの記録をお知らせしているため、直近
の年金加入記録が反映されていない場合が
あります。

 直近の年金加入記録をご確認いただく
場合は、「ねんきんネット」をご利用くだ
さい。

年金加入記録回答票
 ・「もれ」や「誤り」がない場合には、ご返送いただく必要はございません。
 ・今回お届けした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要事項をご記入のうえ
  同封の返信用封筒によりご返送ください。

（提出年月日   令和 X 年 XX 月 XX 日）

生年月日
(フリガナ)

氏   名

XXX XXX XXX XXX

代理人氏名

代理人住所

電話番号  ご自宅以外 090     （  XXXX ）      XX XX ご自宅  03　　　（　XXXX　）　   XXXX　

現 住 所
〒

男
・
女ＸＸ　年 Ｘ 月 Ｘ 日昭和・平成

1 －

東京都　杉並区　高井戸西　3-5-24

照会番号

6 8 0 0 7 1

 代理人連絡先       （     ）        

１．はじめに、下の太枠内にご記入ください。

２．お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、追加すべき記録の内容や、
  修正すべき記録の内容をご記入ください（わかる範囲で結構です）。

３．お知らせした厚生年金保険などの標準報酬月額や国民年金の保険料納付状況に「誤り」がある
  場合は、該当する期間と「誤り」の具体的な内容をご記入ください。
 ※ご記入いただいた内容を調査するため、１でご記入いただいた連絡先に、後日、日本年金機構
  年金事務所よりご連絡させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

① 該当
    番号

② 加入
    制度

④ お勤め先の所在地または国民
  年金に加入していた当時の住所

⑤ 勤務期間または
    国民年金加入期間

⑥ 年金手帳の記号番号
  当時の旧氏名

（フリガナ）
③ お勤め先の名称

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

⑦ 制度 ⑧ 「誤り」のある期間 ⑨ 「誤り」の具体 的な内容

国年
厚年
船保

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

この期間について、標準報酬月額が誤っている。
96,000となっているが、H2年4～9月の月給は24万円くらいだった。
H2年10月～H3年3月の月給は27万円くらいだった。

国年
厚年
船保

国年
厚年
船保

（注）この「年金加入記録回答票」に書ききれない場合には、お手数ですが別途便せんなどにご記入ください。

※各共済組合等における加入記録については、各共済組合等にお問い合わせください。

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

ネンキン　ハナコ

年金　花子

XXX　株式会社

XXX　ｶﾌ゙ｼｷｶﾞｲｼｬ 神奈川県 XX市 XXX
X-XX-XX

昭和56 1

313

4

昭和58

東京都　XX区 XXX
X-XX-XX

２

３

４

３

XXXX-XXXXXX
厚年　花子

昭和61

平成2

10 1

313

年金の受給開始時期は 歳から 歳まで

自由に選択できますが、受給開始を遅らせる

ほど、受けとれる年金額は増えていきます。

歳から６６

増額を開始!

65歳からの年金受給を

60歳に繰り上げて

早く受給開始した場合は

65歳開始と比べて

24％減額※となります

※昭和37年4月1日以前生まれの

方は30％減額となります。

UP

歳65 歳70 歳75歳66 歳67 歳68 歳69 歳71 歳72 歳73 歳74歳60

受給開始時期を自由に選択、増額は生涯続きます

基 礎 年 金 ・ 厚 生 年 金 で 受 給 開始 時 期 を 変 え る こ と も で き ま す
「 年金 のし くみ 」に つい ては 裏面 をご ら んく ださ い

歳の人の平均余命

男性
女性

年
年
( 8 4 . 4 7 歳 )
( 8 9 . 3 8 歳 )

1 9 . 4 7
2 4 . 3 8

ご自身の生活設計に合わせて選択できます

歳を過ぎても別に収入がある方は

受給開始を遅らせるという選択も可能です

大切な

お知らせ

受給開始を繰り下げると

増額できます。

70歳では42％ＵＰ

65歳からの年金は、

6
2604 1024 019



－12－

３．仕様について － 帳票の種類（６／９）
＜全期間通知者用＞ 年金受給者用イメージ及び構成

４．厚生年金保険
月別状況

５．国民年金保険料
納付状況

１．送付状（表） ２．表紙（表）１．送付状（裏） ３．年金加入履歴

６．年金加入記録回答票
（表）

６．年金加入記録回答票（裏）
記入例

※１．～ ５．は、連続した表裏両面印刷
２．の裏面は３．の１枚目
３．はデータ量に応じて、複数枚の場合あり
４．５．は加入記録の有無、データ量に応じて ０枚～複数枚の場合あり

見方ガイド 返信用封筒 送付用封筒

部材

点字送付用封筒

部材（機構提供）

カ
ス

タ
マ

バ
ー

コ
ー

ド

差出有効期間
2029年3月31 日
まで

〔
切手 を貼る必 要は
あり ません 〕

料金 受 取人 払郵便

杉並南局

承  認

XXXX

61 8 ‐ 8 97 0

〔 ９ 〕

お願い
こ の返 信用 封筒 には
「年金加入記録回答票」
以外の届書は同封しないで
ください。

これまでの『年金加入履歴』
表示している『年金加入履歴』に「もれ」や「誤り」がないかご確認ください。
（このページの見方については、見方ガイドの６～７ページをご覧ください。）

①番号 ②加入制度 ③お勤め先の名称等 ④資格を
取得した年月日 ⑥加入月数⑤資格を

失った年月日

 

261 2 1014 01 3

２ ／

⑧船員保険（ｃ）

（注）納付記録がデータに反映されるまで日数がかかる場合があります。

納付済
月数

⑦国民年金（ａ）

全額免除
月数

半額免除
月数

４分の３
免除月数

４分の１
免除月数

学特等月数
(うち猶予)

産前産後
免除月数

育児免除
月数

第３号
月数

納付済等
月数 計

付加保険料
納付済月数

(※)

未納月数
（※）
（注）

加入月数

(  )

加入期間

⑩年金 加入
 期間 合計
((※)を除く)

（ａ＋ｂ＋ ｃ）

⑪合算対象期間等

（ｄ）

⑫受給資格期間

(ａ+ｂ+ｃ+ｄ)
加入月数
（基金）

加入期間
（基金）

⑨厚生年金保険（ｂ）

(    )
(    )

(    )

加入月数

(経過的職域)

加入 期間

(経過的職域)

加入 月数

(経過的職域)

加入期間

(経過的職域)

加入月数
（基金）

(経過的職域)

加入期間
（基金）

(経過的職域)

一般厚生年 金(厚年) 公務員厚生年金（公共） 私学共済厚生年金（私学）

(    ) (    )
(    )(    ) (    ) (    ) (    )

厚生年金保険 計

 

／３厚

年度
４月

標準報酬月額と保険料納付額の月別状況
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

これまでの厚生年金保険における標準報酬月額などの月別状況
表示している金額が当時の報酬と大幅に相違していないかご確認ください。

（このページの見方については、見方ガイドの８～９ページをご覧ください。）

  ※ブランク（空白）となっている月は、厚生年金保険に加入していないことを示します。なお、国民年金に加入している月の  
  場合も、同様にブランクで示されますので、２ページの『年金加入履歴』とあわせてご確認ください。

種別

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

標準報酬月額
標準賞与額

保険料納付額

2612 10 14 014

／３国

年度
４月

月別納付状況

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月①
納付

②
免除

③
学生
納付
特例
等 

④
計

納付済月数等の内訳

これまでの国民年金保険料の納付状況
表示している納付状況に「誤り」がないかご確認ください。

（このページの見方については、見方ガイドの10～11ページをご覧ください。）

⑤
未納

⑥
合算
対象
期間
等 

  ※昭和51年以前の国民年金保険料の納付状況の一部については、年度単位で管理しているものがあり、各月毎の納付状況が
   確認できない場合があります。その場合の月別納付状況欄は「＊＊＊」が表示されます。

2612 1014 015

年金加入記録回答票
 ・「もれ」や「誤り」がない場合には、ご返送いただく必要はございません。
 ・今回お届けした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要事項をご記入のうえ
  同封の返信用封筒によりご返送ください。

（提出年月日 令和  年  月  日）

生年月日
(フリガナ)

氏   名

代理人氏名

代理人住所

電話番号  ご自宅以外        （     ）         ご自宅       （     ）      

現 住 所
〒

男
・
女   年    月    日昭和・平成

－

照会番号

 代理人連絡先       （     ）        

１．はじめに、下の太枠内にご記入ください。

２．お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、追加すべき記録の内容や、
  修正すべき記録の内容をご記入ください（わかる範囲で結構です）。

３．お知らせした厚生年金保険などの標準報酬月額や国民年金の保険料納付状況に「誤り」がある
  場合は、該当する期間と「誤り」の具体的な内容をご記入ください。
 ※ご記入いただいた内容を調査するため、１でご記入いただいた連絡先に、後日、日本年金機構
  年金事務所よりご連絡させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

① 該当
    番号

② 加入
    制度

④ お勤め先の所在地または国民
  年金に加入していた当時の住所

⑤ 勤務期間または
    国民年金加入期間

⑥ 年金手帳の記号番号
  当時の旧氏名

（フリガナ）
③ お勤め先の名称

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

⑦ 制度 ⑧ 「誤り」のある期間 ⑨ 「誤り」の具体的な内容

国年
厚年
船保

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

国年
厚年
船保

国年
厚年
船保

（注）この「年金加入記録回答票」に書ききれない場合には、お手数ですが別途便せんなどにご記入ください。

※各共済組合等における加入記録については、各共済組合等にお問い合わせください。

4

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

2612 1014 017

「年金加入記録回答票」の記入例

  年金加入履歴に｢もれ｣や｢誤り｣が
  ある場合のご記入方法

①欄…お知らせした記録 に「誤り」があると
   思われる場合は、該当する記録の番号
   （「これまでの『年金加入履歴』」の①欄の
      番号）を記入してください。追加の記録を   
        記載する場合は空欄で結構です。  
②欄…加入していた制度を○で囲んでください。
③欄…お勤め先の名称（本社、支社、本店、支店、

      営業所、工場などの名称についても）を
   できるだけ詳しく記入してください。
④欄…お勤め先の本社、本店などの所在地をできる
   だけ詳しく記入してください。わからない
   場合は市区町村名でも結構です。
   国民年金の場合は当時の住所をできるだけ
   詳しく記入してください。
⑤欄…勤務期間または国民年金の加入期間を記入
   してください。
⑥欄…当時の「年金手帳」または「厚生年金保険
   被保険者証」をお持ちの方は「記号番号」を
   記入してください。わからない場合は省略
   しても結構です。
   婚姻・養子縁組などで氏名が変わる前の
   記録がもれている場合には、旧氏名を記入
   してください。

太枠内について記入してください。

 氏名、生年月日、性別、現住所、電話
番号を記入してください。

「ねんきん定期便」に表示されている氏名、
住所が異なっている場合は、お手数ですが、
◆ 厚生年金保険に加入している方は、
  勤務先の事業所へ
◆ 国民年金に加入している方は、
 ・自営業者、学生の方など（第１号被保
  険者）は、お住まいの市区町村役場へ
 ・厚生年金保険、共済組合等に加入している
  方の配偶者（第３号被保険者）は、
  配偶者の勤務先の事業所へ変更のお申
      し出をお願いします。

代理人について

 ご本人が病気、ケガなどにより記入で
きず、代理の方がこの回答票を記入された
場合に、記入してください。

 標準報酬月額や国民年金の納付状況に 
「誤り」がある場合の記入方法

⑦欄…標準報酬月額の訂正が、厚生年金保険の
   加入期間の場合は「厚年」、船員保険の
   加入期間の場合は「船保」に○を付けて
   ください。
⑧欄…「誤り」があると思われる記録の該当
   期間を記入してください。詳しくわから
   ない場合は「○○年○○月頃」または
   「○○年の春（夏秋冬）頃」といった
   記入でも結構です。
⑨欄…「誤り」の内容について、できるだけ
   詳しく記入してください。標準報酬月額
   の訂正の場合には、当時、実際に受け
   取っていた月給額など、国民年金の納付
   状況の訂正の場合には、当時の住所や
   当時の年金手帳の記号番号などについて
   記入してください。

 今回お送りした「ねんきん定期便」は、
データ作成日（1ページ記載）時点の前々月
までの記録をお知らせしているため、直近
の年金加入記録が反映されていない場合が
あります。

 直近の年金加入記録をご確認いただく
場合は、「ねんきんネット」をご利用くだ
さい。

年金加入記録回 答票
 ・「もれ」や「誤り」がない場合には、ご返送いただく必要はございません。
 ・今回お届けした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合には、必要事項をご記入のうえ
  同封の返信用封筒によりご返送ください。

（提出年月日   令和 X 年 XX 月 XX 日）

生年月日

(フリガナ)
氏   名

XXX XXX XXX XXX

代理人氏名

代理人住所

電話番号  ご自宅以外 090     （  XXXX ）      XX XX ご自宅  03　　　（　XXXX　）　   XXXX　

現 住 所
〒

男
・
女ＸＸ　年 Ｘ 月 Ｘ 日昭和・平成

1 －

東京都　杉並区　高井戸西　3-5-24

照会番号

6 8 0 0 7 1

 代理人連絡先       （     ）        

１．はじめに、下の太枠内にご記入ください。

２．お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、追加すべき記録の内容や、
  修正すべき記録の内容をご記入ください（わかる範囲で結構です）。

３．お知らせした厚生年金保険などの標準報酬月額や国民年金の保険料納付状況に「誤り」がある
  場合は、該当する期間と「誤り」の具体的な内容をご記入ください。
 ※ご記入いただいた内容を調査するため、１でご記入いただいた連絡先に、後日、日本年金機構
  年金事務所よりご連絡させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

① 該当
    番号

② 加入
    制度

④ お勤め先の所在地または国民
  年金に加入していた当時の住所

⑤ 勤務期間または
    国民年金加入期間

⑥ 年金手帳の記号番号
  当時の旧氏名

（フリガナ）
③ お勤め先の名称

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

国年
厚年
船保

年   月   日から

年   月   日まで

⑦ 制度 ⑧ 「誤り」のある期間 ⑨ 「誤り」の具体的な内容

国年
厚年
船保

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

この期間について、標準報酬月額が誤っている。
96,000となっているが、H2年4～9月の月給は24万円くらいだった。
H2年10月～H3年3月の月給は27万円くらいだった。

国年
厚年
船保

国年
厚年
船保

（注）この「年金加入記録回答票」に書ききれない場合には、お手数ですが別途便せんなどにご記入ください。

※各共済組合等における加入記録については、各共済組合等にお問い合わせください。

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

昭和・平成・令和    年    月から

昭和・平成・令和    年    月まで

ネンキン　ハナコ

年金　花子

XXX　株式会社

XXX　ｶﾌﾞｼｷｶ゙ｲｼｬ 神奈川県 XX市 XXX
X-XX-XX

昭和56 1

313

4

昭和58

東京都　XX区 XXX
X-XX-XX

２

３

４

３

XXXX-XXXXXX
厚年　花子

昭和61

平成2

10 1

313
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３．仕様について － 帳票の種類（７／９）
＜全期間通知者用＞ 見方ガイドイメージ

見方ガイド（50歳未満者用） 見方ガイド（50歳以上者用） 見方ガイド（年金受給者用）
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３．仕様について － 帳票の種類（８／９）
＜全期間通知者用＞ 返信用封筒イメージ

返信用封筒（表） 返信用封筒（裏）

（差出人）

〒　　　-                            

　
　
住
所

　
　
氏
名

カ
ス

タ
マ

バ
ー

コ
ー

ド

差出有効期間
2029年3月31日
まで

〔
切手 を貼る必要は

ありません 〕

料金 受取人 払郵便

杉並南局
承  認

XXXX

61 8 ‐ 8 97 0

〔 ９ 〕

お願い
こ の 返 信 用 封 筒 に は
「年金加入記録回答票」
以外の届書は同封しないで
ください。
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３．仕様について － 帳票の種類（９／９）
＜全期間通知者用＞ 送付用封筒イメージ

送付用封筒（表） 送付用封筒（裏）
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（１）運用仕様書について

運用仕様書は、仕様書・委託要領等で求めている事項を実施するための体制や、具体的な業務方法を確認する重要な書類です。
日本年金機構では、特に年金個人情報の取り扱いについて厳格かつ適正に管理することを求めており、その管理に係る活動を
網羅した内容で運用仕様書を作成する必要があります。

（２）運用仕様書作成においての主な留意点

運用仕様書作成においての主な留意点を以下に記載します。なお、詳細については、仕様書「別紙13－運用仕様書作成手順」
等を確認してください。
① 運用仕様書は、調達区分ごとに作成し、提出してください。
② 履行場所が定まっていない場合は、予定される履行場所ごとに運用仕様書を作成し、提出してください。
③ 提出する全ての書類に対し、必ず先頭から通しのページ番号を付与してください。
④ 印刷時や圧着加工等において機器・設備等にエラーが発生した際、その対応のための判断等の体制及び手順について具体

的に記載してください。（機器・設備等のエラー時の対応でヒューマンエラーが多発しているための対応です。）
⑤ 提出にあたっては、仕様書「別紙１４－1 の付属－運用仕様書（提出前）記載及び提出資料確認リスト」に基づき、記載

及び添付漏れがないことを確認してください。

（３）提出先及び提出方法

＜提出期限＞
令和８年10月５日（月） 18時まで（必着）

＜提出方法＞
郵送による提出 ※ 手渡しによる提出は受け付けておりません。

＜提出先＞
〒182-8530
東京都調布市（住所の詳細は別途お知らせします。）
日本年金機構 年金記録企画部 年金記録業務室 記録管理グループ 担当：尾朝、山木、安藤、長野
電話番号 ：042-429-2808
ＦＡＸ番号：042-429-2810

４．運用仕様書の作成及び提出
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（１）技術試験について

技術試験は、入札参加希望者において「ねんきん定期便」及びその他成果物の作成が技術的に可能であることを確認するため
のイベントであり、技術試験品の提出は入札参加の必須条件となっています。よって、技術試験では、帳票作成、データ作成、
データ印字、圧着加工、仕分け等様々な観点で審査を行います。

（２）技術試験用のテストデータの貸与及び技術試験品等の提出

技術試験用のテストデータは、令和８年９月３日（木）から令和８年10月５日（月）までの期間に郵送にて貸与します。
入札参加希望者は、テストデータの貸与希望の旨を下記提出先に連絡し、テストデータを受領してください。また、テスト
データ受領後、技術試験品を作成のうえ、下記提出期限までに郵送等で提出し、審査を受けてください。
なお、技術試験品の提出が期限を過ぎた場合、あるいは技術試験品の審査において要求水準を満たしていないと判定された
場合は、入札に参加することができないのでご注意ください。詳細については、仕様書「別紙16－技術試験品の作成に
ついて」を確認してください。

（３）提出先及び提出方法

＜提出期限＞
直近１年間通知者用 調達区分１（はがき形式）の場合、令和８年10月26日（月）18時まで（必着）
直近１年間通知者用 調達区分２（はがき形式）の場合、令和８年11月 ２日（月）18時まで（必着）
全期間通知者用（封書形式）の場合、令和８年10月20日（火）18時まで（必着）

＜提出方法＞
郵送による提出 ※ 手渡しによる提出は受け付けておりません。

＜提出先＞
〒182-8530
東京都調布市（住所の詳細は別途お知らせします。）
日本年金機構 年金記録企画部 年金記録業務室 記録管理グループ 担当：尾朝、山木、安藤、長野
電話番号 ：042-429-2808
ＦＡＸ番号：042-429-2810

５．技術試験及び技術試験品等の提出
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（１）仕様書・委託要領等に係る質問について

仕様書・委託要領等に係る質問については、受付期間内に「質問・回答票」に必要事項記載のうえ、提出してください。
なお、詳細については、「入札説明書」を確認してください。

＜受付期間＞
令和８年９月24日（木）まで

＜提出方法＞
ＦＡＸ、郵送等による提出 ※ 電話や手渡し、電子メールによる質問は受け付けておりません。

＜提出先＞
〒182-8530
東京都調布市（住所の詳細は別途お知らせします。）
日本年金機構 年金記録企画部 年金記録業務室 記録管理グループ 担当：尾朝、山木、安藤、長野
電話番号 ：042-429-2808
ＦＡＸ番号：042-429-2810

（２）質問の回答について

質問の回答については、回答期限までに日本年金機構ホームページに掲示を予定しています。
※ 個別に回答はいたしかねますので、予めご了承願います。

＜回答期限＞
令和８年９月29日（火）
※ 質問の内容及び到着状況に応じて、回答期限前に数回に分けて回答する場合があります。

６．仕様書・委託要領に係る質問及び回答
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令和８年度からの主な変更点は、以下を予定しています。なお、詳細は委託要領をご確認ください。

（１）委託期間内に変更がある場合の連絡時期

■ 共通（直近１年間通知者用・全期間通知者用）
 令和８年度

「委託期間内に印字内容、二次元コード及び音声コードの出力仕様の変更がある場合には、納品月の前前々月の１日
（その日が休日の場合はその直前の営業日）までに機構より連絡を行うので、変更について対応を行うこと。」

 令和９年度
「委託期間内に印字位置、印字内容、二次元コード及び音声コードの出力仕様の変更がある場合には、納品月の４ヶ月

前の１日（その日が休日の場合は前営業日）までに機構より連絡を行うので、変更について対応を行うこと。」

※委託要領：P16（直近１年間通知者用）、P22（全期間通知者用）参照

（２）部材（見方ガイド、返信用封筒、送付用封筒）の提出
■ 全期間通知者用
 令和８年度

「校正完了後、機構の指定する日までに製品サンプルを各100部提出すること。また、毎月納品日の前日までに製品
サンプル各20部提出すること。」

 令和９年度
「校正完了後、機構の指定する日時までに製品サンプルを各100部提出すること。また、部材を追加作成する場合等、

機構より最大100部程度の製品サンプルの提出を求めることがある。その場合は、機構と協議のうえ速やかに提出
すること。」

※委託要領：P14、別添11-1～11-3、12、13参照

（参考）令和９年度発送分「ねんきん定期便」に係る主な変更点


